
(57)【要約】

【課題】ユーザ好みに股下部の長さを自由に調節できる

長ズボンを提供する。

【解決手段】着用者の腰にかける腰部，臀部，臀部の両

側垂直配置された股下部からなる長ズボンにおいて，股

下部の先端側となる裾締め部から股下部の基端側の大腿

部までに形成される接合部には，ファスナが設けられ，

ファスナを裾締め部から大腿部まで移動切開させること

により，接合部を中心に第１股下部と第２股下部に分離

可能となり，分離された第１股下部および第２股下部を

内側に折り曲げることにより股下部の長さが調節可能と

なることを特徴とし，このときファスナを所定長さ外し

てから，第１股下部および第２股下部を内側に折り曲げ

て固定可能とするための一つ以上の固定手段を具備する

こととしてもよい。

【選択図】　　図２
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
着 用 者 の 腰 に か け る 腰 部 ， 臀 部 ， 前 記 臀 部 の 両 側 垂 直 配 置 さ れ た 股 下 部 か ら な る 長 ズ ボ ン
に お い て ；
前 記 股 下 部 の 先 端 側 と な る 裾 締 め 部 か ら 前 記 股 下 部 の 基 端 側 の 大 腿 部 ま で に 備 わ る 接 合 部
に は ， フ ァ ス ナ が 設 け ら れ ， 該 フ ァ ス ナ を 前 記 裾 締 め 部 か ら 前 記 大 腿 部 ま で 移 動 切 開 さ せ
る こ と に よ り ， 前 記 接 合 部 を 中 心 に 第 １ 股 下 部 と 第 ２ 股 下 部 に 分 離 可 能 と な り ，
分 離 さ れ た 前 記 第 １ 股 下 部 お よ び 前 記 第 ２ 股 下 部 を 内 側 に 折 り 曲 げ る こ と に よ り 前 記 股 下
部 の 長 さ が 調 節 可 能 と な る こ と を 特 徴 と す る ， 長 ズ ボ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 フ ァ ス ナ を 所 定 長 さ 外 し て か ら ， 前 記 第 １ 股 下 部 お よ び 前 記 第 ２ 股 下 部 を 内 側 に 折 り
曲 げ て 固 定 可 能 と す る た め の 一 つ 以 上 の 固 定 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １
に 記 載 の 長 ズ ボ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 固 定 手 段 は ， 前 記 裾 締 め 部 の 内 周 に 設 け ら れ た 第 １ 接 着 部 と 前 記 股 下 部 の 内 側 に 設 け
ら れ た 第 ２ 接 着 部 と か ら 構 成 さ れ ， 前 記 第 １ 接 着 部 と 前 記 第 ２ 接 着 部 は ， １ 対 の マ ジ ッ ク
テ ー プ （ 登 録 商 標 ） で あ る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ２ に 記 載 の 長 ズ ボ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 固 定 手 段 は ， 前 記 裾 締 め 部 の 内 周 に 設 け ら れ た 第 １ 接 着 部 と 前 記 股 下 部 の 内 側 に 設 け
ら れ た 第 ２ 接 着 部 と か ら 構 成 さ れ ， 前 記 第 １ 接 着 部 と 前 記 第 ２ 接 着 部 は ， １ 対 の 凹 面 状 お
よ び 凸 面 状 の ス ナ ッ プ ボ タ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ２ に 記 載 の 長 ズ ボ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 長 ズ ボ ン は ， 前 記 股 下 部 に 垂 直 配 置 さ れ た 前 記 フ ァ ス ナ の 一 側 に 長 手 方 向 に 配 置 さ れ
る カ ラ ー 層 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ に 記 載 の 長 ズ ボ ン
【 請 求 項 ６ 】
前 記 股 下 部 の 先 端 側 に は ， 前 記 第 １ 股 下 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ た ベ ル ト 状 の 第 １ 接 着 部 と
， 前 記 第 ２ 股 下 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ た 前 記 第 １ 接 着 部 と 接 着 可 能 な 第 ２ 接 着 部 と か ら 構
成 さ れ る 支 持 部 材 が 備 わ る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ に 記 載 の 長 ズ ボ ン 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 考 案 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 考 案 は ， 長 ズ ボ ン に 関 す る も の で ， 特 に 股 下 部 の 長 さ の 調 節 可 能 な 長 ズ ボ ン に 関 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 長 ズ ボ ン は ， 使 用 者 の 脚 部 と 股 間 部 を 隠 す と 同 時 に 外 部 の 衝 撃 か ら 守 る 衣 服 の 一 種
で あ り ， 季 節 ， 気 候 ， 用 途 等 の 理 由 に よ っ て ， 股 下 部 の 長 さ は ， 多 様 で あ り ， 一 定 の 通 気
性 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し ， 従 来 の 長 ズ ボ ン は ， 季 節 ま た は 用 途 毎 に 股 下 部 の 長 さ が 異 な る 股 下 部 の 長 ズ ボ ン
を 用 意 す る 必 要 が あ っ た た め ， 利 用 者 に と っ て 不 便 で あ っ た 。 こ の よ う な 問 題 点 を 改 善 す
る た め に ， 周 囲 の 環 境 ， ま た は 用 途 等 に 従 っ て ， 多 様 な 機 能 を 有 す る こ と の 可 能 な 分 離 型
衣 服 が 実 開 １ ９ ９ ８ － ６ ５ ３ ４ ７ 号 公 報 （ 以 下 ， 実 用 新 案 文 献 １ と す る 。 ） に 掲 載 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 １ は ， 実 用 新 案 文 献 １ に 掲 載 さ れ た 分 離 型 衣 服 の 全 体 構 成 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に
， 衣 服 Ｃ Ｔ の 脚 部 の 付 け 根 に 当 た る 部 分 の 末 端 Ｅ Ｌ に フ ァ ス ナ １ （ Ｓ Ａ １ ） を 具 備 し ， 股
下 部 に フ ァ ス ナ １ （ Ｓ Ａ １ ） と 結 合 さ れ る フ ァ ス ナ ２ （ Ｓ Ａ ２ ） を 具 備 し ， 任 意 脱 着 で き
る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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【 実 用 新 案 文 献 １ 】
実 開 １ ９ ９ ８ － ６ ５ ３ ４ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら ， 上 記 の 分 離 型 衣 服 は ， 衣 服 の 一 部 が 分 離 ま た は 結 合 さ せ る こ と が 可 能 な 構
成 で あ り 便 利 で は あ る も の の ， 分 離 さ れ た 衣 服 の 一 部 は ， 別 途 保 管 す る 必 要 が あ る 。 ま た
， 服 を 着 用 時 に 衣 服 の 分 離 が 起 こ る 可 能 性 も あ る な ど の 装 着 感 の 劣 化 も 問 題 と な る 。 さ ら
に ， 気 温 変 化 が 不 規 則 な 季 節 の 変 わ り 目 に は ， 分 離 さ れ た 衣 服 を 携 帯 す る 必 要 が あ る な ど
の 短 所 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 考 案 は ， 従 来 の 長 ズ ボ ン が 有 す る 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り ， 本 考 案 の 目
的 は ， 股 下 部 の 長 さ を 自 由 に 調 節 で き ， 多 様 な 機 能 を 演 出 可 能 な 長 ズ ボ ン を 提 供 す る こ と
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た ， 他 の 目 的 と し て は ， 例 え ば 季 節 の 変 わ り 目 の 温 度 の 変 化 に も 関 わ ら ず ， 余 分 の 衣 服
を 用 意 す る 必 要 が な い 長 ズ ボ ン を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め ， 本 考 案 の 第 １ の 観 点 に よ れ ば ， 着 用 者 の 腰 に か け る 腰 部 ， 臀 部
， 前 記 臀 部 の 両 側 垂 直 配 置 さ れ た 股 下 部 か ら な る 長 ズ ボ ン に お い て ， 股 下 部 の 先 端 側 と な
る 裾 締 め 部 か ら 股 下 部 の 基 端 側 の 大 腿 部 ま で に 形 成 さ れ る 接 合 部 に は ， フ ァ ス ナ が 設 け ら
れ ， フ ァ ス ナ を 裾 締 め 部 か ら 大 腿 部 ま で 移 動 切 開 さ せ る こ と に よ り ， 接 合 部 を 中 心 に 第 １
股 下 部 と 第 ２ 股 下 部 に 分 離 可 能 と な り ， 分 離 さ れ た 第 １ 股 下 部 お よ び 第 ２ 股 下 部 を 内 側 に
折 り 曲 げ る こ と に よ り 股 下 部 の 長 さ が 調 節 可 能 と な る こ と を 特 徴 と す る ， 長 ズ ボ ン が 提 供
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の と き ， フ ァ ス ナ を 所 定 長 さ 外 し て か ら ， 第 １ 股 下 部 お よ び 第 ２ 股 下 部 を 内 側 に 折 り 曲
げ て 固 定 可 能 と す る た め の 一 つ 以 上 の 固 定 手 段 を 具 備 す る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た ， か か る 固 定 手 段 は ， 裾 締 め 部 の 内 周 に 設 け ら れ た 第 １ 接 着 部 と 股 下 部 の 内 側 に 設 け
ら れ た 第 ２ 接 着 部 と か ら 構 成 さ れ ， 第 １ 接 着 部 と 第 ２ 接 着 部 は ， １ 対 の マ ジ ッ ク テ ー プ で
あ る こ と と し て も よ く ， １ 対 の 凹 面 お よ び 凸 面 状 の ス ナ ッ プ ボ タ ン で あ る こ と と し て も よ
い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， 長 ズ ボ ン の 股 下 部 の 長 さ を 自 由 に 調 節 す る こ と が で き る よ
う に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に ， 長 ズ ボ ン は ， 股 下 部 に 垂 直 配 置 さ れ た フ ァ ス ナ の 露 出 を 防 止 す る た め フ ァ ス ナ の
一 側 に 長 手 方 向 に 配 置 さ れ る カ ラ ー 層 を 備 え る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， フ ァ ス ナ が 解 除 で き な い よ う 固 定 す る こ と が 可 能 に な る と
同 時 に ， 新 た な フ ァ ッ シ ョ ン ， 洗 練 さ れ た デ ザ イ ン を 演 出 す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た ， 股 下 部 の 先 端 側 に は ， 第 １ 股 下 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ た ベ ル ト 状 の 第 １ 接 着 部 と ，
第 ２ 股 下 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ た 第 １ 接 着 部 と 接 着 可 能 な 第 ２ 接 着 部 と か ら 構 成 さ れ る 支
持 部 材 が 備 わ る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， フ ァ ス ナ に よ っ て 股 下 部 を 切 開 さ せ た 後 で も ， 支 持 部 材 に
よ り 股 下 部 が 翻 る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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【 考 案 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら ， 本 考 案 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な
お ， 本 明 細 書 及 び 図 面 に お い て ， 実 質 的 に 同 一 の 機 能 構 成 を 有 す る 構 成 要 素 に つ い て は ，
同 一 の 符 号 を 付 す る こ と に よ り 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は ， 本 考 案 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 長 ズ ボ ン の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で ， 図 ３ は ， 図 ２
の Ａ 部 の 拡 大 詳 細 図 で あ り ， 図 ４ は ， 本 考 案 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 長 ズ ボ ン の 横 断 面
図 で ， 図 ５ は 本 考 案 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に よ る 長 ズ ボ ン の 一 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に ， 本 実 施 形 態 の 長 ズ ボ ン １ ０ は ， 着 用 者 の 腰 部 に か け る 腰 部
１ １ と ， 腰 部 １ １ の 下 部 に 筒 状 に 形 成 さ れ ， 前 方 に 衣 服 の 着 脱 を 容 易 に す る た め の 開 閉 フ
ァ ス ナ １ ２ ａ を 備 え た 臀 部 １ ２ と ， 臀 部 １ ２ が 下 部 両 側 に 分 離 し て 設 け ら れ て い る 股 下 部
１ ３ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
股 下 部 １ ３ は ， 中 心 断 面 を 基 準 に 前 後 両 側 に 分 け ら れ ， そ の 断 部 に 糸 で 結 合 さ れ る 接 合 部
１ ３ ａ が あ り ， こ の 各 接 合 部 １ ３ ａ の 内 側 に 設 け ら れ た フ ァ ス ナ １ ０ ０ に よ っ て ， 第 １ 股
下 部 １ ３ ｂ と 第 ２ 股 下 部 １ ３ ｃ に 分 離 さ れ る 。 フ ァ ス ナ １ ０ ０ は ， 裾 締 め 部 １ ４ か ら 臀 部
１ ２ 下 段 の 大 腿 部 １ ５ ま で 延 在 し ， こ の フ ァ ス ナ １ ０ ０ を 開 閉 す る た め の フ ァ ス ナ ハ ン ド
ル １ ０ １ は ， 裾 締 め 部 １ ４ に 配 置 さ れ る 構 成 に し ， 裾 締 め 部 １ ４ か ら 大 腿 部 に 向 け て 上 げ
る と フ ァ ス ナ が 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た ， 股 下 部 １ ３ の 内 周 に は ， 上 下 方 向 に 少 な く と も １ つ の 固 定 手 段 ２ ０ ０ が 備 え ら れ て
い る 。 こ の 固 定 手 段 ２ ０ ０ は ， 裾 締 め 部 １ ４ の 内 周 に 合 成 樹 脂 突 起 が 多 数 形 成 さ れ た マ ジ
ッ ク テ ー プ を 備 え る こ と に よ り 形 成 さ れ る 第 １ 接 着 部 ２ １ ０ と ， こ の 第 １ 接 着 部 ２ １ ０ の
上 側 に か か る 合 成 樹 脂 突 起 と 接 着 可 能 な 繊 維 材 毛 糸 か ら 形 成 さ れ る 第 ２ 接 着 部 ２ ２ ０ と か
ら 構 成 さ れ る 。 こ の よ う な 固 定 手 段 ２ ０ ０ は ， マ ジ ッ ク テ ー プ 以 外 の 接 着 手 段 ， 例 え ば 凹
凸 ス ナ ッ プ ボ タ ン 等 に よ り 形 成 さ れ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ３ を 参 照 に 長 ズ ボ ン １ ０ の 作 用 を 説 明 す る 。 股 下 部 １ ３ の 下 側 に 配 置 さ れ て い る フ ァ ス
ナ ハ ン ド ル １ ０ １ を 上 方 向 に 回 転 さ せ る と フ ァ ス ナ 止 め １ ０ １ ａ が フ ァ ス ナ １ ０ ０ か ら 解
除 さ れ 自 由 に 可 動 と な る 。 こ の フ ァ ス ナ ハ ン ド ル １ ０ １ を 持 っ て 上 に 上 げ る と 股 下 部 １ ３
は ， 第 １ 股 下 部 １ ３ ｂ と 第 ２ 股 下 部 １ ３ ｃ の 両 側 に 分 け ら れ ， 股 下 部 １ ３ の 内 側 に 容 易 に
折 り 上 げ る こ と が で き る 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う に 第 １ お よ び 第 ２ 股 下 部 １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ の 下 側 に 有 す る 裾 締 め 部 １ ４ を 内 側 に 折
り 曲 げ て 股 下 部 １ ３ の 内 側 に あ る 第 ２ 接 着 部 ２ ２ ０ に 裾 締 め 部 １ ４ の 内 周 の 第 １ 接 着 部 ２
１ ０ を つ け ， 最 後 に 上 側 に 上 げ ら れ た フ ァ ス ナ ハ ン ド ル １ ０ １ を 下 に 移 動 さ せ ， 解 除 さ れ
た フ ァ ス ナ 止 め １ ０ １ ａ が フ ァ ス ナ １ ０ ０ に 掛 か り 固 定 状 態 に な り ， 長 さ 調 節 が 完 了 と な
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う な 股 下 部 １ ３ の 両 側 に 配 置 さ れ た フ ァ ス ナ １ ０ ０ に よ っ て ， 容 易 に 長 さ が 調 節 で
き ， 内 側 に 備 え ら れ た 固 定 手 段 ２ ０ ０ に よ っ て 股 下 部 が 下 に 落 ち る こ と が な い の で ， 気 候
や 用 途 に よ っ て ， 股 下 部 １ ３ の 長 さ が 調 節 可 能 と な り ， 多 様 な 機 能 の 演 出 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ４ に 示 し た の は ， 本 考 案 の 長 ズ ボ ン １ ０ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で あ り ， 外 部 か ら 見 て フ ァ
ス ナ １ ０ ０ の 露 出 を 防 止 す る 方 法 で あ る 。 そ の 内 容 は ， 既 に 分 離 さ れ て い る 股 下 部 １ ３ の
接 合 部 １ ３ ａ の 片 方 に ， カ ラ ー 層 ３ ０ ０ の 一 端 を ミ シ ン 糸 で 縫 い 固 定 し て 置 く 。 ま た ， も
う 一 端 の 内 側 に は ， マ ジ ッ ク テ ー プ の 第 １ 接 着 部 ３ １ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 も う 一 つ の 接
合 部 １ ３ ａ に は ， 股 下 部 １ ３ に 垂 直 長 さ 方 向 に 第 ２ 接 着 部 ３ ２ ０ を 配 置 し ， 上 記 の カ ラ ー
層 ３ ０ ０ の 内 側 に あ る 第 １ 接 着 部 ３ １ ０ と 互 い に 接 着 で き る よ う に す る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
上 述 の よ う な 構 成 と す る こ と に お り ， 股 下 部 の 長 さ 調 節 が 完 了 し て か ら ， カ ラ ー 層 ３ ０ ０
で フ ァ ス ナ １ ０ ０ を 隠 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う な カ ラ ー 層 ３ ０ ０ は ， 長 ズ ボ ン １ ０ と 同 じ 色 に す る こ と も で き れ ば 違 う 色 に す る
こ と に よ り ， 新 た な フ ァ ッ シ ョ ン ， 洗 練 さ れ た デ ザ イ ン を 演 出 す る の も 可 能 で あ り ， さ ら
に フ ァ ス ナ １ ０ ０ が 解 除 で き な い よ う 固 定 す る 役 割 も 果 た す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ５ は ， 本 考 案 に よ る 長 ズ ボ ン １ ０ の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 示 し た も の で あ り ， 股 下 部 １ ３
の 先 端 ， つ ま り 裾 締 め 部 １ ４ に 支 持 部 材 ４ ０ ０ を 配 置 し ， フ ァ ス ナ １ ０ ０ を 上 に 移 動 さ せ
， 股 下 部 １ ３ を 折 り 曲 げ な く て も 容 易 に 風 通 し を 良 く す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
支 持 部 材 ４ ０ ０ は ， 第 １ 股 下 部 １ ３ ｂ の 先 端 側 に 設 け ら れ た ベ ル ト 状 の 第 １ 接 着 部 ４ １ ０
と ， 第 ２ 股 下 部 １ ３ ｃ の 先 端 側 に 配 置 さ れ た 第 ２ 接 着 部 ４ ２ ０ と か ら 構 成 さ れ る 。 第 １ 接
着 部 ４ １ ０ は ， 基 端 が 第 １ 股 下 部 １ ３ ｂ の 先 端 側 に 固 定 さ れ ， ま た 第 １ 接 着 部 ４ １ ０ の 先
端 側 に は ， マ ジ ッ ク テ ー プ の 合 成 樹 脂 の 突 起 が 多 数 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に ， 第 ２ 股 下 部
１ ３ ｃ の 先 端 側 に は ， 上 記 の 第 １ 接 着 部 ４ １ ０ の 合 成 樹 脂 突 起 が 接 着 で き る よ う に 繊 維 毛
糸 が 形 成 さ れ た 第 ２ 接 着 部 ４ ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
支 持 部 材 ４ ０ ０ は ， 上 記 の マ ジ ッ ク テ ー プ の 他 に ， ス ナ ッ プ ボ タ ン ま た は 第 １ 接 着 部 ４ １
０ に ボ タ ン 穴 を 形 成 し ， こ の ボ タ ン 穴 に 対 応 す る 位 置 で あ る 第 ２ 接 着 部 ４ ２ ０ に ボ タ ン を
つ け て 固 定 す る 方 法 等 で も 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 実 施 形 態 に お い て ， 支 持 部 材 ４ ０ ０ を 長 手 方 向 に 複 数 個 配 置 す る こ と に よ り ， 本 考 案 の
フ ァ ス ナ １ ０ ０ を 解 除 し た 状 態 で 股 下 部 １ ３ が 翻 る こ と を 防 ぎ ， 風 通 し を よ く す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 ， 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 考 案 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が ， 本 考 案 は か
か る 例 に 限 定 さ れ な い 。 当 業 者 で あ れ ば ， 実 用 新 案 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 の
範 疇 内 に お い て 各 種 の 変 更 例 ま た は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り ， そ れ ら に つ
い て も 当 然 に 本 考 案 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 考 案 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に ， 本 考 案 に よ れ ば ， 股 下 部 が 調 節 で き る 長 ズ ボ ン に よ っ て ， 周 囲 の 条
件 に 合 わ せ て 多 様 な 長 さ に 調 節 で き る 。 ま た ， 股 下 部 の 外 部 色 に 合 わ せ て 多 様 な フ ァ ッ シ
ョ ン の 演 出 が 可 能 と な り ， さ ら に ， 季 節 が 変 わ っ て も 余 分 の 衣 服 の 準 備 を 減 ら す こ と が 可
能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は ， 従 来 の 股 下 部 の 一 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は ， 本 考 案 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 長 ズ ボ ン を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は ， 本 考 案 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 長 ズ ボ ン の 機 能 を 示 し た も の で ， 図 ２
‘ Ａ ’ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は ， 本 考 案 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 長 ズ ボ ン の 横 断 面 図 を 示 し た も の で あ
る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は ， 本 考 案 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に よ る 長 ズ ボ ン の 一 側 面 図 を 示 し た も の で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 長 ズ ボ ン
１ １ 　 　 腰 部
１ ２ 　 　 臀 部
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１ ３ 　 　 股 下 部
１ ３ ａ 　 　 接 合 部
１ ３ ｂ 　 　 第 １ 股 下 部
１ ３ ｃ 　 　 第 ２ 股 下 部
１ ４ 　 　 裾 締 め 部
１ ０ ０ 　 　 フ ァ ス ナ
２ ０ ０ 　 　 固 定 手 段
２ １ ０ 　 　 第 １ 接 着 部
２ ２ ０ 　 　 第 ２ 接 着 部
３ ０ ０ 　 　 カ ラ ー 層
３ １ ０ 　 　 第 １ 接 着 部
３ ２ ０ 　 　 第 ２ 接 着 部
４ ０ ０ 　 　 支 持 部 材
４ １ ０ 　 　 第 １ 接 着 部
４ ２ ０ 　 　 第 ２ 接 着 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 6月 16日 (2003.6.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
着 用 者 の 腰 に か け る 腰 部 ， 臀 部 ， 前 記 臀 部 の 両 側 垂 直 配 置 さ れ た ズ ボ ン 股 下 部 か ら な る ジ
ー パ ン 長 ズ ボ ン に お い て ；
ジ ー パ ン 前 記 股 下 部 の 先 端 側 と な る 裾 締 め 部 か ら 前 記 股 下 部 の 基 端 側 の 大 腿 部 ま で に 備 わ
る 接 合 部 に は ， フ ァ ス ナ が 設 け ら れ ， 該 フ ァ ス ナ を 前 記 裾 締 め 部 か ら 前 記 大 腿 部 ま で 移 動
切 開 さ せ る こ と に よ り ， 前 記 接 合 部 を 中 心 に 第 １ ズ ボ ン 股 下 部 と 第 ２ ズ ボ ン 股 下 部 に 分 離
可 能 と な り ，
分 離 さ れ た 前 記 第 １ ズ ボ ン 股 下 部 お よ び 前 記 第 ２ ズ ボ ン 股 下 部 を 内 側 に 折 り 曲 げ る こ と に
よ り ズ ボ ン 前 記 ズ ボ ン 股 下 部 の 長 さ が 調 節 可 能 と な る こ と を 特 徴 と す る ， ジ ー パ ン 長 ズ ボ
ン 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 フ ァ ス ナ を 所 定 長 さ 外 し て か ら ， 前 記 第 １ ズ ボ ン 股 下 部 お よ び 前 記 第 ２ ズ ボ ン 股 下 部
を 内 側 に 折 り 曲 げ て 固 定 可 能 と す る た め の 一 つ 以 上 の 固 定 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す
る ， 請 求 項 １ に 記 載 の ズ ボ ン ジ ー パ ン 長 ズ ボ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 固 定 手 段 は ， 前 記 裾 締 め 部 の 内 周 に 設 け ら れ た 第 １ 接 着 部 と 前 記 股 下 部 の 内 側 に 設 け
ら れ た 第 ２ 接 着 部 と か ら 構 成 さ れ ， 前 記 第 １ 接 着 部 と 前 記 第 ２ 接 着 部 は ， １ 対 の 面 フ ァ ス
ナ で あ る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ２ に 記 載 の ズ ボ ン 長 ズ ボ ン ジ ー ン ズ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 固 定 手 段 は ， 前 記 裾 締 め 部 の 内 周 に 設 け ら れ た 第 １ 接 着 部 と 前 記 股 下 部 の 内 側 に 設 け
ら れ た 第 ２ 接 着 部 と か ら 構 成 さ れ ， 前 記 第 １ 接 着 部 と 前 記 第 ２ 接 着 部 は ， １ 対 の 凹 面 状 お
よ び 凸 面 状 の ス ナ ッ プ ボ タ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ２ に 記 載 の ズ ボ ン ジ ー パ ン
長 ズ ボ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ジ ー パ ン 長 ズ ボ ン は ， 前 記 ズ ボ ン 股 下 部 に 垂 直 配 置 さ れ た 前 記 フ ァ ス ナ の 一 側 に 長 手
方 向 に 配 置 さ れ る カ ラ ー 層 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ に 記 載 の ズ ボ ン ジ ー パ ン
長 ズ ボ ン
【 請 求 項 ６ 】
前 記 股 下 部 の 先 端 側 に は ， 前 記 第 １ 股 下 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ た ベ ル ト 状 の 第 １ 接 着 部 と
， 前 記 第 ２ ズ ボ ン 股 下 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ た 前 記 第 １ 接 着 部 と 接 着 可 能 な 第 ２ 接 着 部 と
か ら 構 成 さ れ る 支 持 部 材 が 備 わ る こ と を 特 徴 と す る ， ジ ー パ ン 請 求 項 １ に 記 載 の ズ ボ ン ジ
ー パ ン 長 ズ ボ ン 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
ま た ， か か る 固 定 手 段 は ， 裾 締 め 部 の 内 周 に 設 け ら れ た 第 １ 接 着 部 と 股 下 部 の 内 側 に 設 け
ら れ た 第 ２ 接 着 部 と か ら 構 成 さ れ ， 第 １ 接 着 部 と 第 ２ 接 着 部 は ， １ 対 の 面 フ ァ ス ナ （ マ ジ
ッ ク テ ー プ ； 登 録 商 標 ） で あ る こ と と し て も よ く ， ズ ボ ン １ 対 の 凹 面 お よ び 凸 面 状 の ス ナ
ッ プ ボ タ ン で あ る こ と と し て も よ い 。
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